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モータ��モジュールで�
�サイクルの��と、��
および���の��を !

モーションコントロール・アプリケーションの�
�により、��、��、および���からのエネル
ギー���	への��もあり、�
がモータをベー
スにしたシステム��における� !
�になって

います。

"�エネルギー#�の��りによると、�$モー
タのエネルギー��は%&�のほぼ'( (46%) を)

めており、エネルギー�
*イニシアティブが��
となっています。エネルギー�
は�-に��であ

るため、2009.、/0�1 (EU) はエネルギー��
�234 (ErP34) 2009/125/ECを��しました。

この34では56のエネルギー��#7が��され

ている89、EU�:640/2009は;< に�$モータ
に�するものとなっており、=!の#7として">
されているか、より?きな�@の8#かは�Aあり

ません。

$Bをさらに%&にしているのは、5くの('を

C(とする�-にD)な�$モータ・アプリケーシ
ョンであり、それらのすべてで*E+、*エネルギ
ー�
のソリューションがHめられているというI
Jです。

KLでは、M,N、キッチンK�、R-#、S.
#などのK��2にモータがT/されています。エ
アコンやU0#などのMV12も83 なアプリケ
ーションです。

WXや?�Yオフィスなどで�られる4\および

]\^けアプリケーションでもM_` (HVAC) にモ

ータがT/されています。しかしながら、ポンプや

ファン、5$や6<の�7、?bコンピュータ、エ
スカレータ、エレベータ、コンベア、fg#、クレ
ーン、Wi#j、4\/R-12、R8および9:
�@など、より5くのアプリケーションがklしま

す。

�$;m<では、=m�のためだけでなく、59
/コンプレッサやハイブリッド<のMVqr�/お

よびトランスミッション/ポンプなどにも*��$
モータがT/されています。

u>?は、�
、v�、サイズ、E+x、yzの

{|x、コストなどの�}に~づいて、5@の�$
モータの�からA�できます。�も83 にT/さ

れているモータには、��B�モータ  (ACIM)、

ブラシ�きDCモータ、ステッパモータ、ブラシレス

DCモータ (BLDC)、��CD��モータ (PMSM) な

どがあります。

��"にとっての&'な)*

モータyzアーキテクチャにCする��な���
}と
�は、�
、E+x、EFの�	、GxH、

�/�Hな~�サイズ、��の{|xです。�Iな

モータがA�されると、システムを=mする��を

��にA�することが��になります。

��?の5くは、���Jとリスクを�	できる

�%にK�*された��のソリューションを�みま

す。��'�<メーカは、パワー'�<u>、!L
パッケージu>、アプリケーションに�するMNな

どの�OMNを�/し、モータyzおよび4\/イ

ンバータ・アプリケーション�/のK�*ソリュー
ションを�vすることでこの�PにC�していま

す。モータの=mと�Q�Rを=8パッケージにK
�*することにより、 えば、システム��を¡め

てST*しU7できるモジュールをi�できます。

このモジュールは、EMIなどの��
�に�にC�

�みの｢I¢に�I*｣されたものです。'�<%<
を=8パッケージにK�*することにより、G な

£�がX	されPCBの¤�スペースを7¦できま

す。

��がY4フェーズに§れば#2�6の	¨によ

りZみ[てやlN\:のコストが�	できるという

IJから、]\ にもメリットがあります。

メーカA©�には、��?は�kの��にCする

;< なソリューションにª«を¬うだけでなく、

­の�}にも]«する®�があります。 えば、メ
ーカが¯°のアプリケーション�±にI�できるよ

うに��を²?・7¦できる³Dいソリューション
を´µしているかなどです。

+,のモータ-.ソリューション・モジュール

Figure 1に*�モータyzシステムの¶��Tを^
します。オン・セミコンダクターの³Dい�2ポー
トフォリオには、��な#HブロックにHめられる

º»の���Tがすべて¼まれています。

• モーションパワー・モジュール：��� (20 W)
から*�� (10 kW) までの��にC�する`1ソ

リューション

• BLDCコントローラ (ブラシレスDC/��CD��
モータ)：%&で*½なDSP (デジタルシグナルプ
ロセッサ) がÁ�のモータyz�/ミックスドシ

グナルIC
• PFC (�
aÂ)：§���のÃみを�¦*し、

��ÄÅを�	してエネルギーとコストを�	す

るPFCモジュール
• オプトカプラ：モータyz��の*��デバイス

からbc

• SMPS (スイッチモード�d)：フライバック・コ

ンバータ��でT/される�d\:デバイス

http://www.onsemi.jp/
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Figure 1. Motor Control Systems Contain Multiple Functional Blocks

モーション・パワーモジュールは、フル#Hの*
xH3eインバータv�Æ、EMIとÄÅを�¦fにÇ

えるよう�I*されたゲート=mu>、および%6
のオンモジュール�Q#Hを@えています。

Figure 2. Board Power Module Range Covers Multiple Applications up to 10 kW

パワーモジュールの�2レンジは 、ULg©
(UL1557) 、ダイレクト・ボンディング・カッパー

(DBC)u>により^gしたGxH、D)Êの*ノイ

ズ／サージixによるE+xÌÍjのメリットを´
µするだけでなく、Îデバイスは;< な/kに1
わせて�I*されています。

http://www.onsemi.jp/
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SPM 2シリーズ
600 Vと1200 VのSPM 2モジュール・シリーズは、

l-、HVAC、4\/インバータ、サーボモータ、

ポンプまたはファン・モータにT/され、3eイン

バータに~づく10 kWまでのモータ=mアプリケー

ションにC�します。�ÄÅNPTとフィールドスト

ップトレンチIGBTにモジュールÄÅを10%ºg�	
できるDBCパッケージu>をI/し、��JのUm
©ÏH�とÐ,�Q�Rを@えることによってE+
xが^gしました。

Figure 3. SPM 2 Block Diagram

SPM 3シリーズ
500 V、600 V、および1200 VのSPM 3シリーズ

は、HVAC、]\/59、¦bの4\/インバー

タ、サーボドライバ、ファンモータ、ポンプなど、

3 kWまでの³Dい��アプリケーションにC�しま

す。このソリューションは、��B�、BLDC、

PMSMタイプのモータにI1します。![したオー

プンエミッタnÑは、Î@のyzアルゴリズムにC

�するためにÎeで�/できます。SPM 3モジュー
ルのパッケージは、o�GÓÔパッケージAL203 
DBC、セラミック~�、FullPAKをA�できます。

Figure 4. SPM 3 Block Diagram

http://www.onsemi.jp/
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SPM 45シリーズ
600 VのSPM 45モジュール・シリーズは、�とし

てK��2/インバータ (ÕÖ/エアコンなど) 、R

-#、M,N、ポンプ、4\/ファン、¦bインバ

ータなどのÕÖ/k^けで、±2 kWまでの���ア

プリケーションにおける��モータ=m/の¦b・

*xHインバータソリューションを´µします。こ

のシリーズは、コストが��される30 A×pのアプ

リケーションをC(としており、ブートストラップ

・ダイオードをÐ,したセラミック~�パッケージ

で´µされます。システムのE+xは、qØモニタ
/NTCのÐ,、���ロックアウト (UVLO)#Hの

K�*、およびr���Q§�によりさらに^gし

ています。

ローサイドIGBTの![した3Ùのオープン・エミ

ッタ・ピンにより3つのレッグ��Úvが�Hです｡
Ð,ブートストラップ・ダイオードと�/Vsピンを

@えているため、PCBのレイアウトがS=になりま

す。

Figure 5. SPM 45 Block Diagram

SPM 55シリーズ
600 VのSPM 55モジュールも、K��2/インバ

ータ (ÕÖ/エアコンなど) 、R-#、M,Nなどの

ÕÖ/k^け で､1 kW ま で の�v���B�、

BLDC、PMSMモータ/にフル#Hの*xHインバ

ータv�Æを@えています。Ð,の*uHVICは=8

�d��しか®�とせず、ロジックレベルのゲート

§�を、モジュールのÛvなUm©ÏIGBTをIÜに

=mするのに®�な*��、?��の=mEÝにÞ

ßします。Îeで![したネガティブIGBTnÑを�

/でき、³DいyzアルゴリズムにC�します。

Figure 6. SPM 55 Block Diagram

http://www.onsemi.jp/
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SPM 5シリーズ
250 V、500 V、および600 VのSPM 5モジュール・
シリーズは、w7Rい#、シーリングファン、ポン

プ、���エアコンのファンなど³Dいアプリケー

ション#7にC�し、200 W×pの3eモータ=mア

プリケーションで、EMIおよびÄÅを�¦fにÇえ

るよう�I*されたゲート=mを@えています。モ

ジュールのパッケージは、DIP、ダブルDIP、および

SMDがA�できます。Îeで![したオープンソー

スMOSFETnÑを�/でき、³Dいyzアルゴリズ

ムにC�します。

Figure 7. SPM 5 Block Diagram

SPM 7シリーズ
!LのSPM 7 (250 V、500 V、600 V) モジュール

は、¦bポンプ、ペデスタルおよびシーリングファ

ンなど100 W×pの���アプリケーション^けで

あり、��B�、BLDC、PMSMモータ/にフル#

Hの*xH3eインバータv�Æを@え て い ま

す。このモジュールはEMIとÄÅを�¦fにÇえる

ように�I*されたÐ,MOSFETのゲート=mをK

�*し､%6の�Q#Hも@えています。Ð,の*
uHVICは、ロジックレベルのゲート§�をÐ,
MOSFETをIÜに=mするのに®�な*��・?�
�の=mEÝにÞßします。Îeで![したオープ
ンソースMOSFETnÑを�/でき、³Dいyzアル

ゴリズムにC�し ま す 。PQFNパッケージに よ

り、EMIとÄÅを�¦*しつつ~���を50%まで

�	できます。

Figure 8. SPM 7 Block Diagram

http://www.onsemi.jp/
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パッケージの9:

SPMの%�2レンジには、デュアルインラインパ

ッケージ (DIP) 、x�J1 (SMD) など%6のパッケ

ージ・オプションが/«されています。それぞれが

PCB��を�¦*するように�I*され、また*�

�アプリケーション^けにMV#HをyáするS=
な9�も´µします。%6の｢ホットスポット｣を¼
むディスクリート・ソリューションにãべると、#

j およびG ¶�がはるかにS=になります。

Figure 9. The SPM Range Offers a Wide Variety of Packaging, Including SMD

いくつかのS=なガイドラインにäうことによ

り、��?は�Hされるå%Jzのガイドラインに

I1するæGxに れたソリューションを{|に{
�できます。SPM 2パッケージを|}に~çすれば

これが(かります。

è���と5J��により、å%xおよび��す

るすべてのå%�Ïへの�éが��されます。パッ
ケージについては、�dおよびyznÑにCする�
�が�©されており (»xê�) 、��?はPCBレイ

アウトでこれらの��を��する®�があります。

Figure 10. Recommended Spacings
 for SPM 2 Module

モジュールをヒートシンクに1�するX1、S=
な��を�めばJ�いなく�ìします。ヒートシン

クは、−50/+100 �mをoえないíîØをïする®�が

あります。ð��にホコリや��が��していない

ことを�gし、Gñ�xグリースを150 �mのòさで

ð��%<にó8にôõする®�があります。

シリコンに��がかかりデバイスにÄöを÷える

�Hxがあるため、røな�やÁó8な�で�め�
けてはなりません。Âしい��は、íワッシャとバ
ネワッシャ�きのM4セムスねじをT/し、ù9のネ

ジを�� トルクの�25%までú@�めしてから、

トルクドライバをTって���め�けを�ないま

す。

まとめ

モータyzは、��の¨ない��?にとっては�
しく、�に�
とE+xにCするûしい�üと�Ï
��のå%�Hの��はý�です。モジュールによ

るアプローチは、モータyzのþ�?にとっては�
�のA�ですが、���かな��?の5くもモジュ
ールが´µする5?な��を�½しています。これ

らの��は、I¢に�I*された��､¦b*､BOM
コストと#2�6の�	、そしてE+x、å%x、

�
�üのJ��Hxなどです。
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